
を押してね政策・提案とブログをチェックしてください

市政報告会を開催しています。
多くの方々からの貴重なご意見をいただいています。

　１０月末から各地区・各町内において私の市政報告会を開

催させていただいています。各会場でいただいたご意見は、

今後の活動の参考、調査対象として活用させていただきます。

また、要望事項について、すでにカーブミラー設置の要望書

提出となった町内もありますが、今後も市担当部署と協議が

必要な箇所や事項もあります。しっかり対応していきます。

　また、コミュニティーバス・スクールバス運行についての

質問・ご意見をいただいた件については各地区ごとの検討会

（地域交通検討協議会など）をつくって地域住民主体で必要

な形をつくりあげることを提案・お手伝いしていきたいと思

います。

　これからも報告会を開催していきますので、ぜひおいでく

ださい。時間の許すかぎり皆さんのところでお話しさせてい

ただきます。

これからも強いリーダーシップをもって、子どもたちがふるさとを好きに

なってくれる、お年寄りがいきいきと活躍できるまちをつくっていきます。
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１１月２６日～１２月１９日の会期で福井市議会１２月定例会が開催されました。

■ １２月予算特別委員会にて、質問しました。

以前から、１地域包括支援センターが

担当する地域が広く中学校校区や自治

会活動などと圏域が異なることなどか

ら、より細かな日常生活圏域にすべき

と提案してきました。新しいオアシス

プランでは地域包括支援センターの担

当エリアが見直しされます。

◆泉　２０１５では、 地域包括支援センター （ほやねっと） の担当エリア見直しがなされ増設されるが、

日常生活圏域見直しと地域包括支援センター増設の時期はいつごろをめどとするのか。

◎福祉保健部長　移行にあたっては十分な準備期間が必要な為、 平成２９年度までに移行したい。

◆泉　新しい包括支援センターの職員については今までの利用者に対し切れ目なくサービス、 相談援助

業務ができるようある程度の養成 （教育） 期間が必要と考えるが、 どのように考えているのか。

◎福祉保健部長　引き継ぎは重要と考えている。 利用者に混乱ないよう期間中に研修会の開催や既存

の地域包括支援センターでの実践研修を行う。

その他の注目する点　

　◎認知症施策の総合的推進

　　・認知症検診の受診率向上　　・認知症徘徊ＳＯＳネットワークの構築

　◎地域ケア会議の推進・充実

　　・生活圏域ごとの多職種連携会議の開催を通じた顔の見える関係づくり

　◎生活支援サービスの充実・強化

　　※いきいき長寿よろず茶屋に介護予防等の役割が加わります。

　　・地域の元気な高齢者が、気軽に集まり、趣味活動や軽スポーツを行う場所

　　・地域の高齢者の困りごとを相談、解決する場所

　　・健康管理・介護予防を行う場所

　　・地域に出て、見守りや生活支援を行うボランティアの拠点

こんにちは！泉かずやです。

福井市議会議員

福井市老人保健福祉計画・福井市介護保険事業計画が新しくなります



○１２月予算特別委員会にて質問しました。

◆泉　自然史博物館分館展示物等設計製作業務の提案書では、「キャンプラネット」をコンセプトとした施

設づくりが提案されていたが、展示スペースの基本設計図や内観イメージ図からは普通の平面的な展示ス

ペースにしか見えず、つまらない。テントやタープをモチーフとしたデザインはどこに表現されたのか。

提案書にあった「活動」と「集う場」としてのイメージが感じられないが、実際にはどうなるのか。

◎教育部長　基本設計の段階では展示アイテムを中心に据えて設計をおこなってきた、今後の実施設計で

デザイン、内装、空間演出でキャンプラネットを演出していきたい。

◆泉　提案書では施設のイメージのなかに、多彩なコンテンツで好奇心・冒険心を刺激するとして恐竜の

世界にタイムトリップとあり、恐竜ファンに向けた体験ストーリーを提案しているが、体験できるのか。

◎教育部長　今回の基本設計では恐竜そのものをテーマにした展示装置、アイテムはない。特別展などで

表現したい。

◆泉　指定管理者導入について、他県の類似施設の委託料に比べ格安の９８００万だが、その金額で委託

して、目標年間１０万人の利用者が本当に楽しめる施設づくり、事業展開ができるのか。　※１

◎教育部長　指定管理料については厳しい目で見ているところがある。来館者集１０万人の利用者収入を

入れれば類似施設と差はないものと考える。

※　以前、西口再開発ビル建設の予算が計上された際、私達の会派や市民クラブがプラネタリウ

ム部分は再検討、議論が必要であることから修正案を提出し、他会派の反対で不採決となり、予

算原案のままの採決では賛成に回った経緯があります。今回の指定管理料を見ても決して安い金

額とは言えません。しかし、楽しい施設、何度も行きたい施設を作らないと、結局は人の来ない

本当に無駄遣い施設になってしまいます。プラネタリウムを含む形で予算を通した以上、賑わい

づくりの中心となるような施設づくり、運営が実現できるように今後もチェックしていきます。 

◆泉　老人クラブの友愛訪問活動に支出しているそうだ

が、どのような活動か。

◎長寿福祉課長　各単位老人クラブに家庭相談員という

方が１人ずついて、友愛訪問活動として老人クラブの会

員で地域でひとり暮らしとか寝たきりの状態の方につい

て、悩み事や心配事の相談相手となって地域の連帯を深

める活動をしている。一人１年間当たり 6,700 円の補助

をしている。平成 25 年度は 202 人の方に 135 万 3,400

円の金額を支出している。

◆泉　福祉関係の民生委員とか、福祉委員など同じよう

な活動をしている方々との連携がとられていない独自の

活動だと聞いているが。

◎長寿福祉課長　家庭相談員の活動に関しては、確かに

地域によってばらつきがある。今後、各地区の民生委員、

それから福祉委員、自治会長、そして老人クラブの家庭

相談員と今後地域の見守りのネットワークのようなもの

を構築していく中で、一緒に連携して進めていきたい。

◆泉　福祉委員はほとんどボランティアでやっている。

それなりの支出をするのであればそれなりの仕事と連携

をするということを検討してもらいたい。

◆泉　ジェネリック医薬品の使用効果は、数字的にあらわれるのか。

◎保険年金課長　ジェネリック医薬品の使用についての金額では、国保連合会のほうの数字で、

平成 25 年度は４億 6,000 万円ほどジェネリック医薬品が使われている。

◆泉　ジェネリック医薬品の使用に対する目標はあるのか。ジェネリックに切り替えるには保険

を利用する側だけではなくて医療機関にもお願いする必要が出てくると思う。行政としても両方

へアプローチするのには、お互いに納得するような数値目標を持っていないと、現実的には増え

ていかないのではないかと私は思う。

◎保険年金課長　国の目標が数量ベースでは示されている。以前は数量ベースで３割となってい

て数量ベースでいくと福井市の場合、国の基準の３割の部分についてはクリアしていた。今後は

６割という話も出てきており、あらたに検討していく。

すでに、西口再開ビルの建設が進むなか、自然史博物館

別館（プラネタリウム）についても指定管理者の募集や、

基本設計が出来上がり、より具体的な内容を議論してい

ます。皆さんの疑問から本当の賑わいの創出につながる

ような施設づくりが必要です。

※１　指定管理者募集について、どの事業者も本申請がなく委託料の増額を含めた条件の見直し

がなされ再募集しました。実際の運営には十分な企画力、展示力が必要と考えます。

９月３０日・１０月１日２日　決算委員会が開催され、

平成２５年度の決算を認定しました。

平成２５年度は、収入に対する市債の償還額とこれに準ずる支出の

合計額の割合や負債額の割合からみると、全国平均比率より高い水準

にあり、厳しい財政状況といえます。現在、財政健全化に向け取り組

んでおり、今後も効率的効果的な財政運営をチェックしていきます。

多数の方から、プラネタリウムや西口再開発ビルについて

　　　　　　　　　　　　　　　「反対」「疑問」との声をいただきます。


